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編 集 後 記

社会保険 ノ事 二就 テハ 大学 ノ先生ハ以前 ニハ殆 ド関心 ガナカツタガ イッ頃 カラカ相当 二注

目スル ヨウニナ リ 数年前 例Ptバ3年 前 二大阪デ 日本医学会 ガ行 ワ レタ時 ニハ ソ ノタメノ会

議 ガ開 カレ 熱心 二論議セ ラレ.タ程 デアル.ト コロガ 近頃 ハ再 ビ無関心 ノ状態 二後戻 リシタ様

一見エル.ソ ノ理 由 ヲ考エ テ見ル ト 社会保険 ノ事 二就 テ大学先生 ガ意見 ヲ述ベテ ミタ トコロデ

結局 無駄 ダ ト諦 メル ヨウニナツタノデハナカ ロウカ。大学先生ハ コノヨウナ制度 ヲ変革 スル

ニバカ ヲ持 ツテイナイ カ ヲ持ツテイル ノハ 大蔵省 厚生省 国会議 員 労組 保険者等 デァ

ル ソレラガ実 力 或ハ政治 力ニヨツテ最後 ノ トコロヲ決 メテシマ ウ 医師会 モ無 力ダ 大学先

生等 ノ議論 ハ雲散霧消スル バカラシクテ 論議 スル気 ニモナ ラヌ ト云 ウ事 ニナル ノデハ ナイカ.

コレハ社会保険 ノ問題 二限 ラズ 広 ク医療制度 デモ医療費デモ同ジ事 ダ.医 療制度 トシテ ノ社会

保険 ニ ドレダケ不都合ナ事 ガ含 マレテイル カヲ 日本 ノ医学老達ガ ロヲ酸 クシテ述 ベテモ カ ヲ

持 ツテ イル連 中ニハ馬耳東風 デアル.ソ ノ医療費ガ イカニ低 イカ ヲ叫 ソデモ 何 ノ効果 モナ イ.

ソコデ大学先生多・制度 二就 テモ医療費 二就 テモ沈黙 シテシマ ウ

医療費 ノ8～9.5%値 上ゲニモ大キナ抵抗 ガアル.厚 生大臣 ノ職権 告示 二対 シテ 支払者側ハ

猛烈 二反対 シ 訴訟 ヲ起 コス.裁 判官ハ 厚生大臣 ノ告示ハ職権違反 デ 無効 デアル ト判決 ヲ下

ダス.コ レニ対シテ政府 モ政府与党 モ 裁判所ガ ケシカラヌ ト云 ウ カクナ レバ大学先生等ハ

影 モ形モナイ.ア キ レテ見 テイルパ カ リデアル.ヤ ハ リ医療制度 ヤ医療費 ノ事ハ他人 二委 セ テ

自分等ハ研究 教育 診療 二閉ジ コモル事 ニナル.然 シ本当ハ コレラノ事柄ハ 医療制度 ヤ医

療費 ト大キクツナガツテイル ノデアル.

インターン制度デモ大体 二同ジデアル.大 学先生 イソターン生 学生等ガ懸命 ニナ ツテ イル

ガ 実際ニノ・厚生省 大蔵省 一部 ノ国会議員 実情 ヲ知 ラヌ世論等ガ方向 ヲ決 メテシマ ウノデ

アル.

コノヨウニ 大学先生ハ医療制度 医療費 イソター ン制等 二就 テ熱意 ヲ失 イツツアル.無 理

モナイガ 本当ハ極 メテ重要ナ事柄 デアル.我 不関デスマシテイテヨイカ.ソ ウモユカヌ.ジ レ

ソマ ニ陥 ラザル ヲ得 ナイ(昭 和40年6月)
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2.会 員は年間予約購読 料金1,200円 を前納す る.1冊 料金120円.払 込みは振替 口座番号
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原稿 の種類は綜 説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は年 間購読者に 限る.

原稿の長さは制限 しな いが簡潔にす る.

原稿 は横書 き,当 用漢字,平 仮 名,新 仮名使いを 用い,片 仮名には括孤を要 しない.

字詰原稿 用紙を用い ること.附 表,附 図はな るべ く欧文にするこ と.

4.

例.中 野=泌 尿 紀 要,

5.

亥漱 の書 式 は 次 の如 くす る.著 者 名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.

1:110,昭30.Lazarus,J.A.=J.Uro1.,45:527,1941.

400

300語 以 内の欧文抄録を記 し,之 には欧文 の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者 名を 附け,

な るべ くタィ ブライ ターを用いるこ と.希 望の場 合は当編集部にて翻訳す る.抄 録用の原稿を送

ること.醗 訳 の実費は 申受ける.

6.掲 載料 は4頁 迄毎頁600円,そ れ以上 の頁,ア ー ト頁,図 表,写 真は実費を 申受け る.別

冊20部 を無料贈呈,そ れ以上は実費 を徴収す る.予 め希望 部数を 申込む こと.特 別 掲載 も考慮す

る,

7.校 正は初校 のみ著者校 正 とし,再 校以降は編集部が行 う.
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